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　本研究は、スポーツ・武道種目りひとつとして国内
外で行われ、また学校正課体育の内容のひとつとして
も取り扱われている「剣道」（剣術時代を含む）の発展
過程について、特にその用具・道具の開発・改良に影
響を与えたとされる「槍術」との関係に焦点をしぼり、
明らかにすることを目的としている。
　剣道技術や剣道具（防具）製作技術における槍術の
影響については、これまでにいくつか侮説的に畢示さ
れていた。下川（『剣道の発達』、1925）は、「斬撃を主
とする剣術と、刺突を主とする槍術とでは、技そのも
のの性質や、稽古上の安全性から考えても、槍術にお
いて発明されたものを剣術に応用したものであろう」
という仮説を提示したが、この説が長い間支持されて
きた。中村（『剣道事典』、1994）は、『芸術武功論』
（1768）に描かれた正木流槍術道具の図から類推し、こ
の下川説を支持している。
　また、榎本（「幕末剣道における二重的性格の形成過
程」、1988）は、近世後期、とくに天保期（1830～1844）
における剣術技術・道具の変容、すなわち竹刀の長大
化と剣道具の飛躍的改良（鉄製面や胴、垂れの開発な
ど）、および突き技の多用化には、筑後柳川藩の槍・剣
両術師範であった大石進（種次）が、江戸出府の際、
五尺余の長竹刀と突き技を用いて江戸中の道場を席捲
したことが契機となった、と指摘した。
　これらの説のうち、今年度はとくに天保期における
剣道具の改良に大きな影響のあった大石種次および大
石家の槍術・剣術について、現地・福岡の郷土関係史tt
料を中心に再調査を行った。その結果、次のようなこ
とが明らかとなった。大石進の祖父・太郎兵衛種芳
（1822没）は、明和2年（1765）、24歳にして柳川藩
槍・剣両術師範を仰せ付けられた。種芳は、槍は大島
流、剣は愛洲影流を同藩の村上長寛に師事し、両術の
奥義相伝を受けていた。以来、種次の後を継いだ種昌
に至るまで、大石家は代々柳川藩の槍・剣両術師範を
務めた。また、種次は、剣術を学ぶ以前に、祖父種芳
から大島流槍術の免許を先に得ており、元々槍術の技
量や知識に秀でていたので、それを剣術技術や用具に
応用して剣術用具を改良したことは充分に推量される
し、榎本の説もその意味において説得力をもっている。
しかしながら、筆者（長尾）が「剣道の教材化過程
に関する研究　一藩校教育における体錬的剣・槍術の
採用一」（2001、人文研紀要第48冊）で述べたように、
（大石家だけではなく）1780年代以降白川藩や津山藩な
どの親藩においては、武芸の形骸化への危機感から、
剣術・槍術ともに面・小手・具足などの防具を着用し
ての遠慮のない打ち合い・突き合いを試すことが奨励
された。その背景には、白川は北の、津山は西の外様
勢力と対峙する最前線にあることが要因としてあった。
また、そうした過程において、剣術と槍術の防具は、
相互補完的に工夫・改良が進んだのではないかと推論
した。
　一般に武芸十八般などといわれるが、武士の表芸は
「弓・馬・刀・槍」のいわゆる「四芸」である。このう
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ち、槍は「一番槍」などといわれ格別の恩賞が与えら
れるなど、戦陣における武勲の第一として扱われてきた。
槍の術に秀でることは武人としての誉れであり、槍術
を修練しておくことに重きがおかれていた。幕臣・鵜
殿長快が、その著「四芸説」（1800）のなかで、「鎗は
士の必ず左右におくべき兵器たるを以て、今太平の御
代といえども、士たる者門外に出るごとに鎗をもたす
ることなり。然るを、其位に居て、是を用ゆるの事術
を知らざれば、伊達道具を持たするに異ならず」と述
べているように、平時においても槍の術を修練してお
くことに、価値が置かれていたのである。
　近世後期には槍術と剣術について、防具を着けての
遠慮の無い打突、いわゆる「荒技修行」を奨励する藩
が多くなる（水戸、熊本、弘前ほか）。これは、世情騒
然としてくるなかで、そうした修練方法により心身を
鍛えた者のみがいざというときの頼りになる、という
考え方に裏打ちされたものであった。また、当時の藩
校においては、槍と剣の修行時間は重ならないように
配慮されていたり（平戸藩ほか）、稽古記録などからも
同一人物が槍・剣両術の修行をし、免許を得ていた例
は枚挙にいとまがない。このように、今日のわれわれ
が想像する以上に、槍術と剣術は表裏一体のものであ
り、その発展過程において相互に影響を与えているこ
とが推考されるのである。これまでの剣道史研究は、
剣道（剣術）に関する個別的研究が主であり、他の武
術との関係に基づいての考察は希薄であったといえる。
2006年度においては、さらに槍術関係の史料収集を継
続し、槍術との関係からみた剣道（剣術）の発展過程
について考察を深めて行く予定である。
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